
　

日

本

生

産

性

本

部

は

６

月

�

日

、

第

�

期

「

人

事

部

長

ク

ラ

ブ

」

の

６

月

例

会

を

都

内

で

開

催

（

オ

ン

ラ

イ

ン

併

用

）

し

た

。

当

日

は

「

ウ

ィ

ル

グ

ル

ー

プ

の

人

的

資

本

経

営

と

ピ

ー

プ

ル

ア

ナ

リ

テ

ィ

ク

ス

の

活

用

」

を

テ

ー

マ

に

、

ウ

ィ

ル

グ

ル

ー

プ

の

人

事

本

部

本

部

長

の

土

屋

恵

美

子

氏

と

人

事

本

部

人

材

開

発

部

の

大

和

田

智

之

氏

が

講

演

し

た

。

　

冒

頭

、

土

屋

氏

は

、

ウ

ィ

ル

グ

ル

ー

プ

が

販

売

、

コ

ー

ル

セ

ン

タ

ー

、

製

造

業

、

介

護

施

設

、

建

設

技

術

者

な

ど

に

特

化

し

た

人

材

派

遣

ビ

ジ

ネ

ス

を

国

内

外

で

展

開

し

て

い

る

こ

と

を

説

明

し

た

う

え

で

、

「

企

業

の

ミ

ッ

シ

ョ

ン

、

ビ

ジ

ョ

ン

、

バ

リ

ュ

ー

を

実

現

す

る

た

め

に

は

社

員

の

ウ

ェ

ル

ビ

ー

イ

ン

グ

（

Ｗ

ｅ

ｌ

ｌ

―

ｂ

ｅ

ｉ

ｎ

ｇ

、

身

体

的

・

精

神

的

・

社

会

的

に

良

好

な

状

態

）

の

向

上

が

重

要

だ

と

考

え

て

い

る

」

と

述

べ

た

。

ま

た

、

ウ

ィ

ル

グ

ル

ー

プ

で

は

ウ

ェ

ル

ビ

ー

イ

ン

グ

と

Ｗ

ｅ

ｌ

ｌ

―

ｄ

ｏ

ｉ

ｎ

ｇ

（

よ

り

良

い

日

々

の

活

動

・

活

躍

）

は

相

互

に

影

響

し

あ

っ

て

い

る

も

の

と

考

え

、

双

方

に

対

し

て

デ

ー

タ

を

活

用

し

た

探

求

や

施

策

実

装

を

実

施

し

て

き

た

こ

と

を

説

明

し

た

。

　

次

い

で

、

大

和

田

氏

が

、

ピ

ー

プ

ル

ア

ナ

リ

テ

ィ

ク

ス

（

従

業

員

の

デ

ー

タ

を

収

集

・

分

析

し

、

人

事

に

お

け

る

課

題

解

決

に

生

か

す

手

法

）

の

実

践

事

例

を

紹

介

し

た

。

　

同

社

で

は

、

社

員

の

活

躍

に

つ

い

て

、

活

躍

者

の

定

義

を

決

め

、

そ

の

活

躍

の

レ

ベ

ル

を

測

定

し

た

う

え

で

、

活

躍

者

の

性

格

傾

向

デ

ー

タ

を

学

習

さ

せ

る

こ

と

で

、

「

活

躍

予

測

モ

デ

ル

」

を

構

築

し

、

社

員

が

活

躍

す

る

か

ど

う

か

の

予

測

を

行

っ

て

い

る

。

　

大

和

田

氏

は

、

新

卒

採

用

に

お

い

て

は

、

２

０

２

０

年

度

か

ら

活

躍

モ

デ

ル

の

活

用

を

開

始

し

、

採

用

面

接

の

参

考

情

報

と

し

て

利

用

し

て

い

る

こ

と

や

、

２

０

２

１

新

卒

の

２

年

間

の

パ

フ

ォ

ー

マ

ン

ス

と

２

０

２

２

新

卒

の

１

年

間

の

パ

フ

ォ

ー

マ

ン

ス

を

調

べ

た

と

こ

ろ

、

モ

デ

ル

の

精

度

が

証

明

さ

れ

た

こ

と

、

異

動

や

配

属

に

お

い

て

は

、

事

業

部

・

職

種

ご

と

に

分

け

て

予

測

モ

デ

ル

を

作

成

す

る

こ

と

で

、

Ａ

Ｉ

（

人

工

知

能

）

に

よ

る

適

材

適

所

の

提

案

を

行

い

一

定

の

成

果

を

確

認

で

き

て

い

る

こ

と

、

退

職

抑

止

に

お

い

て

は

、

退

職

が

懸

念

さ

れ

る

特

徴

を

持

っ

た

�

パ

タ

ー

ン

の

予

測

結

果

に

対

し

て

、

性

格

タ

イ

プ

別

の

抑

止

具

体

策

を

作

成

し

、

７

月

か

ら

運

用

を

開

始

す

る

予

定

で

あ

る

こ

と

な

ど

を

説

明

し

た

。

　

社

員

の

ウ

ェ

ル

ビ

ー

イ

ン

グ

向

上

に

向

け

た

分

析

で

は

、

過

去

の

ウ

ェ

ル

ビ

ー

イ

ン

グ

に

関

す

る

従

業

員

調

査

を

、

「

ベ

イ

ジ

ア

ン

ネ

ッ

ト

ワ

ー

ク

」

を

用

い

て

分

析

し

た

結

果

、

ウ

ェ

ル

ビ

ー

イ

ン

グ

を

向

上

さ

せ

る

最

重

要

因

子

と

し

て

、

「

信

頼

関

係

の

あ

る

職

場

の

雰

囲

気

」

「

エ

ネ

ル

ギ

ッ

シ

ュ

力

」

「

人

生

満

足

尺

度

」

の

三

つ

を

抽

出

し

た

こ

と

や

、

「

人

生

満

足

尺

度

」

に

最

も

影

響

を

及

ぼ

す

項

目

は

社

会

的

地

位

や

ポ

ジ

テ

ィ

ブ

感

情

で

あ

る

こ

と

、

そ

の

他

の

サ

ー

ベ

イ

と

の

関

連

性

に

お

い

て

も

ポ

ジ

テ

ィ

ブ

感

情

の

重

要

性

が

示

唆

さ

れ

て

い

る

こ

と

な

ど

を

説

明

し

た

う

え

で

、

「

こ

れ

ら

の

分

析

の

結

果

、

最

重

要

因

子

や

ポ

ジ

テ

ィ

ブ

感

情

を

中

心

に

ウ

ェ

ル

ビ

ー

イ

ン

グ

向

上

の

た

め

の

施

策

を

打

っ

て

い

く

と

い

う

方

針

が

決

ま

っ

た

」

と

述

べ

た

。

　

ま

た

、

退

職

・

パ

フ

ォ

ー

マ

ン

ス

と

ウ

ェ

ル

ビ

ー

イ

ン

グ

の

関

係

で

は

、

退

職

す

る

社

員

は

退

職

直

前

に

職

場

の

幸

せ

力

を

中

心

と

し

て

ウ

ェ

ル

ビ

ー

イ

ン

グ

が

低

下

す

る

傾

向

に

あ

る

こ

と

や

、

全

体

的

に

ウ

ェ

ル

ビ

ー

イ

ン

グ

が

高

い

社

員

が

ハ

イ

パ

フ

ォ

ー

マ

ー

に

な

っ

て

い

る

こ

と

な

ど

を

説

明

し

た

。

　

大

和

田

氏

は

、

「

採

用

や

配

属

、

異

動

に

Ａ

Ｉ

を

導

入

す

る

こ

と

で

、

活

躍

者

の

割

合

を

高

め

る

と

と

も

に

、

面

接

や

異

動

決

定

の

効

率

を

高

め

る

こ

と

が

で

き

た

。

ウ

ェ

ル

ビ

ー

イ

ン

グ

向

上

の

た

め

の

様

々

な

分

析

や

取

り

組

み

を

行

い

、

過

去

３

年

間

に

お

い

て

実

際

に

社

員

の

ウ

ェ

ル

ビ

ー

イ

ン

グ

ス

コ

ア

を

高

め

る

こ

と

が

で

き

た

」

と

ま

と

め

た

。

　

日

本

生

産

性

本

部

は

こ

の

ほ

ど

、

生

産

性

に

関

連

し

た

同

本

部

の

調

査

や

統

計

デ

ー

タ

を

取

り

ま

と

め

た

初

の

年

次

報

告

「

生

産

性

年

次

報

告

２

０

２

２

」

を

公

表

し

た

。

　

「

生

産

性

年

次

報

告

２

０

２

２

」

は

、

日

本

の

生

産

性

向

上

に

不

可

欠

な

イ

ノ

ベ

ー

シ

ョ

ン

を

起

こ

す

環

境

づ

く

り

に

向

け

、

調

査

・

提

言

を

行

っ

て

い

る

「

イ

ノ

ベ

ー

シ

ョ

ン

会

議

」

（

座

長

＝

大

田

弘

子

副

会

長

／

政

策

研

究

大

学

院

大

学

長

）

の

活

動

を

中

心

に

、

人

材

投

資

の

指

標

と

し

て

重

要

性

が

増

し

て

い

る

生

産

性

の

現

状

に

つ

い

て

の

デ

ー

タ

を

取

り

ま

と

め

、

提

供

す

る

も

の

。

　

第

１

部

「

人

材

を

生

か

す

賃

金

」

（

イ

ノ

ベ

ー

シ

ョ

ン

会

議

報

告

）

で

は

、

「

人

材

を

生

か

す

賃

金

制

度

」

を

テ

ー

マ

と

し

た

座

談

会

の

様

子

や

、

同

会

議

コ

ア

メ

ン

バ

ー

（

森

川

正

之

・

一

橋

大

学

経

済

研

究

所

特

任

教

授

、

柳

川

範

之

・

東

京

大

学

大

学

院

経

済

学

研

究

科

教

授

、

茨

木

秀

行

・

亜

細

亜

大

学

経

済

学

部

教

授

）

に

よ

る

「

生

産

性

と

賃

金

」

を

め

ぐ

る

論

点

の

考

察

、

２

０

２

２

年

�

月

に

速

報

版

を

公

表

し

た

「

人

材

を

生

か

す

賃

金

」

に

関

す

る

ア

ン

ケ

ー

ト

の

分

析

結

果

（

全

体

版

）

を

掲

載

し

、

賃

金

制

度

の

課

題

や

解

決

の

方

向

性

に

つ

い

て

多

面

的

に

検

討

し

て

い

る

。

　

第

２

部

「

生

産

性

に

関

す

る

調

査

、

研

究

レ

ポ

ー

ト

」

で

は

生

産

性

レ

ポ

ー

ト

「

コ

ロ

ナ

禍

で

も

労

働

生

産

性

が

上

昇

し

た

企

業

は

何

が

違

う

の

か

」

や

「

２

０

２

２

年

度

Ｊ

Ｃ

Ｓ

Ｉ

調

査

年

間

発

表

」

な

ど

、

第

３

部

「

生

産

性

に

関

す

る

基

礎

デ

ー

タ

」

で

は

「

労

働

生

産

性

の

国

際

比

較

２

０

２

２

」

な

ど

を

掲

載

し

て

い

る

。

経営・労働／トピックス

　

東

北

生

産

性

本

部

は

６

月

８

日

、

第

�

回

通

常

会

員

総

会

を

仙

台

市

内

で

開

催

し

、

三

浦

直

人

・

ト

ー

ク

ネ

ッ

ト

取

締

役

会

長

を

新

会

長

に

選

任

し

た

。

　

三

浦

新

会

長

は

、

１

９

７

８

年

に

東

北

大

学

工

学

部

を

卒

業

し

、

東

北

電

力

に

入

社

。

総

合

研

修

セ

ン

タ

ー

所

長

、

執

行

役

員

お

客

さ

ま

本

部

副

本

部

長

お

客

さ

ま

本

部

配

電

部

長

、

常

務

取

締

役

電

力

ネ

ッ

ト

ワ

ー

ク

本

部

副

本

部

長

を

経

て

、

２

０

１

８

年

に

東

北

イ

ン

テ

リ

ジ

ェ

ン

ト

通

信

（

現

ト

ー

ク

ネ

ッ

ト

）

取

締

役

社

長

、

２

０

２

１

年

に

取

締

役

会

長

。

　

２

０

２

３

年

４

月

か

ら

ト

ー

ク

ネ

ッ

ト

取

締

役

会

長

。

　

中

部

生

産

性

本

部

は

５

月

�

日

、

令

和

５

年

度

第

１

回

理

事

会

を

名

古

屋

市

内

で

開

催

し

、

石

黒

武

・

大

同

特

殊

鋼

代

表

取

締

役

社

長

執

行

役

員

（

現

代

表

取

締

役

会

長

）

を

新

会

長

に

選

任

し

た

。

　

石

黒

新

会

長

は

、

１

９

８

０

年

に

慶

應

義

塾

大

学

法

学

部

を

卒

業

し

、

大

同

特

殊

鋼

に

入

社

。

鋼

材

事

業

部

販

売

第

一

部

長

、

鋼

材

事

業

部

鋼

材

企

画

管

理

部

長

、

経

営

企

画

部

長

、

取

締

役

、

常

務

取

締

役

、

代

表

取

締

役

副

社

長

執

行

役

員

等

を

経

て

、

２

０

１

６

年

に

代

表

取

締

役

社

長

執

行

役

員

。

２

０

２

３

年

６

月

か

ら

代

表

取

締

役

会

長

。

　

中

国

生

産

性

本

部

は

５

月

�

日

、

２

０

２

３

年

度

通

常

総

会

を

広

島

市

内

で

開

催

し

、

中

川

賢

剛

・

中

国

電

力

常

務

執

行

役

員

（

現

代

表

取

締

役

社

長

執

行

役

員

）

を

新

会

長

に

選

任

し

た

。

　

中

川

新

会

長

は

、

１

９

８

５

年

に

東

京

大

学

工

学

部

を

卒

業

し

、

中

国

電

力

に

入

社

。

電

源

事

業

本

部

新

小

野

田

発

電

所

長

、

経

営

企

画

部

門

部

長

、

執

行

役

員

販

売

事

業

本

部

副

本

部

長

、

執

行

役

員

需

給

・

ト

レ

ー

デ

ィ

ン

グ

部

門

長

等

を

経

て

、

�

年

６

月

に

常

務

執

行

役

員

需

給

・

ト

レ

ー

デ

ィ

ン

グ

部

門

長

。

２

０

２

３

年

６

月

か

ら

代

表

取

締

役

社

長

執

行

役

員

。

生 産 性 新 聞（３） ２０２３年（令和５年）７月２５日（火曜日）
【第三種郵便物認可】


